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２０２５年３月 

新規受託項目のお知らせ 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。 

さて、弊社では皆様のご要望にお応えし、また医療の進歩に寄与するべく絶えず検査領域の拡大に 

努めておりますが、このたび下記検査項目の受託を開始することになりました。 

取り急ぎご案内させていただきますので、ご利用のほどよろしくお願い申し上げます。 

敬具 

２０２５年３月２４日（月）より新規受託開始 

新 規 受 託 項 目 

受 託 開 始 日 

No.２０２４-６３ 

項目 
コード 

検査項目 
（グループコード） 

JLAC10 ｺｰﾄﾞ 

検 査 
必要量 
（mL） 

容  器 
保存方法 

検査 
方法 

基準値 
・単位 

報告範囲 所要日数 
実施料 
判断料 

備考 

016L 

プロコラーゲン-Ⅲ- 
ペプチド 
（P-Ⅲ-P） 

（4059）
5C130-0000-023-051 

血清 
0.5 

A1-1 
冷蔵 

CLIA 法 

3.62 
～ 

9.52 
ng/mL 

0.50 未満 
～ 

99900000 
3～5日 

136 
生化Ⅰ

*4 

 委託先：エスアールエル（略号：*4） 

▼臨床的意義 

P-Ⅲ-Pは、Ⅲ型コラーゲンの前駆物質であるⅢ型プロコラーゲンのN末端が切り離されて形成されるペプ

チドです。肝臓の線維化が進むウイルス性肝炎やアルコール性肝障害、慢性活動性肝炎などで上昇する

ことが知られています。そのため、肝炎から肝硬変への進行時の肝線維化を示す指標として有用です。 

▼参考文献 

・北原 志穂, 他 ： 医学と薬学 72(9), 1579-1590, 2015. 

・中山 一, 他 ： 肝胆膵 22(2), 317-323, 1991. 


